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【研究成果の概要】

１）ストリートは変化しているというか、ストリートという場は、それぞれに変化する空間と人間の関わりのあり方を反映して変化を表出している。写真家北島はソ連邦の解体という１９９１年を境目にしてストリートの変質を指摘する。近森はベンヤミンのストリートの遊歩者概念を解明して、表層と深層が往還する都市の迷宮性という陶酔経験を明るみだした。それは、直接的に心理学者南の都市の無意識をめぐる発表と重なりながら、北島の最先端の仕事と交差する可能性が見えてきて、議論のキーポイントになることがわかった。

２）多様な地域の報告から、それぞれの地域での「ストリート」を浮かび上がらせてくれた。ストリートは空間スケールの大小、ストリートの意味の具象と抽象などの軸で分類できる、いろいろの場所に立ち上がる現象である。棚橋はポリネシアの島社会からビーチをクローズアップし、島村はモンゴルの微妙なサブカルチャーのあり方から非ストリート的形姿のストリートを見いだした。妹尾は北京のミクロな結節空間としての小さな橋から壮大な中国史の辿ったグローバリゼーションが実践された交通路としてのストリートを提示し、ストリート概念のカバーする時間・空間的広がりを確保してくれた。池谷はアフリカのナイロビのストリート、朝日はカンボジアの村空間のストリート、山田はドイツのミュンヘンのストリートを、それぞれに活写し、比較資料を提示してくれた。そこに浮かび上がったのは秩序の境界としてのストリート性である。

３）関根と上杉は、ストリートとトランスナショナリズムの両概念をポストモダンの現代において同時並行的に検討する必要があることを総括的に検討し提案した。
